
2、ジェット機飛行善が乳牛の池乳首巨力におよぼす   

影響諏登紹介（防衛施設局依託試験）  

超 当  小野口 承 Z詮  電 叫 正 美  

琶 家 治 野  盤 凋  衆   

腐 専・銘 木 炎 人 （頭株増額恵一衛生  

こ・て：・・t、   

之の款最良、車間礪行場固辺地区ご一 錠ット微力～軍書睦、ろるし、慮猪狩勿  

解ー乙亀虫丁る虞音等が、凛葛産額の生産阻害垂軌zなる滋巧かどうか．主知る  

丘必、ヒ＜l乙乳生産使ほお、よぼす影響仔帝摩点左しぼ、リ．綺冤菟鼓覇の壕家  

で輿絶したものであ虐（一 紹和〃∂年ぎ宵2♂田からノ討意義徐左圃増し 躍如  

〃／年／官／∂す／Z椚了して、一ノ森の結果を得たのモあるが・薪観の寄席ぐ、  

結果の甘衣は思し塩えざるを縛なし＼のそ、試報方汲の澱牽を記盛了るlニヒビ  

め、紹介にか＼える．，   

工 式敷のヒリあ’がか危。  

ジl工サト敢の簡牽篠牒ビのさし＼佗雅史する疲葛が，宿らβ＼の形モ乳牛巧吏  

埋俄楕は彩管£みよぽ、し、その生産性、とくl之産乳寛刀左堰一下せしめるで萄  

ろう乙ヒ瞳各局ほ懲閻エれるものであ畠。Zの間葛ほつぃて広．すモl乙2～  
〔蕊l）  

8の調査琴例があ為が．乳牛の伺借間黍づ午、メ象琶巧7篤生求こ死のろがひ．その  

他の憩席唾棄の関与畳ビヒヒもほ．利誓項偲くノ博億iZ頭重す透）藍′含む篭め  

の人為嘲辣象が座す●、る岸験畦が大さい写のためlヱ、療育の影響左正確～Z許佃  

了るヱヒが碓めて媚衆モあっ乃Lヒ してし、る。そヱごより各磨摘三のある倍惑星  

ポのるためJ∠亘、砿蔓涙朴の感度重賞を恐か同一はレ かっ熱雷の鼓モ・なく   

（註【ト仙台防萄領一努局（ノウ占∫〕：三讃兼行1苛みよび三沢対■他翁ブ亀裂甥固由  

地区l乙みける蘭嬰旅の敢昏12よる乳牛覆乳竜頭・げ載磐l∠閲す点轟  

薗畷各‾啓（維公呵）  

商呵市（ラマ5）：阿望礫の際葛など一てイ竿う乳牛粛啓萄査句毒雀  

（朱公司）  

rβ．閃だ打珊瑚川P・錮作EY（／9占ク丹上知ぜ∫ナ∫富久十′れ∫∂几鞘丘こ十∫♂fd′lrこ呵t  

Jp止れd♂九〃′冊pr∂ん訪れりPぺけ／払出々J？∫ワー∫き  

レ7）   



軋生産畦の雷化勿傍証ヒしく．いくつかの生塙茨応星屑啓IZだ鹿すゐ乙とが  

藍要であるとの観点IZ反ろ．輝考薙′呈了砿区で乳牛左飼胃し、小足確で・あるが  

輿詑咤左質点ヒ丁る方I符で苛鞍を奨苑丁る乙ヒヒし乃。   

Ⅱ ≡試験方法  

上 條式年．寅際直の賓栗、みよび詞義管理．  
Q訂ヱ）   

ジェット薇の燭膏の蕃生凛廣の偲し、育事堪帝IZ飼育≧れてい名将乳牛き頭  

を時人し、．4頭っいっの月、ヨ2翠l乙命け、l斉占底珂ヒして竜一一のよう  

i乙願ど笥した。  

－  －、 一  
、  

旦冒  

／％  予
礪
飼
壌
頗
 
 

舞
斡
皿
瑚
 
 
 

鼓
験
正
郎
 
 

義一／ 飼 愚 計 薗  

【誌上 2．分娩俊ム相川上皇俊蘭」7乏む巧  

スへ∫覆レ・′（上の前額終年  

日産2∫Jくチ以上勿ほぼ感篠ヒ深められ踏む¢   

予備倒壊凍ぼ府甲布置隊の珂一年谷【2収容し 詰韓卵きご・ほ各乳牛の詞  

嗟僑呼皇帝一はするヱヒ邑慮らづたむのごめる．   

試韓郎‘Zわ、けゐ感毒血点．対照†温顔感．前萄は黎降級田底絶頂行場洞泉  

洛北臥より．北方御上／鍬仇の軒看摩礪壁終息下の成魚七・めり．後者ば爆  
毒蛇点より碕密′∫．占Kブ′L縛っ覧牌笥薦生頚横の′偲し＼踵点ヒした。   

飼廣媛程を穏刀J可－丁ヱ7烏花あ、帝相承は全く画一構造（丹一命差渡毅」  

管攣看左各館l∠庄l－果しとFの移句ほと古見し、野勒エせろこ一仁う／とし一之一 客含与簡  

卑ぼ乾季．ビートノfル7D、′L－ナンヤレット，孔祀／うー葛生伐将し命新  

市珂→午は！コ画・－芝ぞ各月－し．睾＝キつ琉ゴ苧乃原化ほ∴よる警ラ軍左裾烹丁重よ  

う，Zつと竹花ク  

（′ぎ）   



年金楚誕の膵牛舎内の更象各件互換＿カ画一′ざ謀ゐようほ配慮し．収容ヰ  

レ如網嘲互ヒ訂し、名神IZ出了ヱヒなく（彩動の7削ゼクト）各村常封昏巧森と  

した，  

2．朝昼濱弓打よか誘電鼠   

ヱーノ 慮 琶（落 雪）勿習慣  

爆葛柁ノ蘇‡ブよぴ二村薄地爵ご、 あらオ＼じ感電－2Jヱより原音の窺生水   

茨皇帝奄L、さらIヱ家囁覇伺甲は面憎意ヒも、毎度／釘之年商覇勿発生   

原資（静電）邑試黎L7之〃  

夜一之  贋、膏（静者）の予牒牒慄．  

‾ 
地 点   珂  沓  甘   ≡ 調  塵   

タ♂年り荷 2／．2フ．ヱ5．2占．27日   よクク 丁ヱズ．ク  
風 車  

ウ ∂宥／ズー／3日   占ク♂一 g．〃J   

ク 才胃 〃．∫冒   
対 貿  

〃 き扁 オー78   占．クβ＿ 占．ク   g．βクーズZJ  

mHm〟‾‾】叩■‾ 

首す「  

β （／〆帝閤）  

し2〃月号間）  

（．／∠楷間〉  

∂ （ヱ4餞問）   

之れIZ威5LPJ／蟄筒務賢者計左傾、困し、フ♂爪一ン1・スヒの確育と、  

j・β／月製者醍蔑レヾ／レ託葡、額琶モ葛龍々届象させ．感奮ほつし＼て庄と◎  

都度チェックL滞京丁烏ようi乙した。乙め託硬か＼ら腐曹発生の頗腐みよび  

寓さ主知るヒヒも仔、産乳雀ぼらぴほ生理野元の皮化ヒの閣僚星検討」  

’∴、  

スープ．年金吋混濁厚  

、両佗点の千金ヒも．7日魯督乾温道屠雲汁ご官已づ乾すろ煩か 轟日干蘭？．  

曙あ◆よ甲午後j碍の最澄渾臣、アウブスト温渾層針て訓足した。Zれ佗  

より．両年金閣の垣濃厚あ相塵え知り、乳覆打よが生理萄元の贋勧豆腐  

覇するとき¢参．冬ヒしプ乞，  

ズー3 牛乳ノ左岸膚の察化   

乳箇は無碍乳曙し／冒ヱ田搾乳、三ルか一傭針）弼亀吉己録し私フ 乳脂  

牽、審指針墜ネ牽は尽萌芽2遅番了書ぞ庄5日百窟に、倒ヲ適芳、ら緒、  

∠日已凱Z／烏の渡乳下郡笑ぃ息 乳脂率・超∵r－ノレヾノレ民法1、敗照固型分  

牽塩ビース、、三重によ っ危。   

乙の溜」洋値よら客遥藩の乳蔓．乳濁嘗、鯨滑車型か亀を家出L、国訓  

足らか、ほ断割は君賠電魚飼育卯ヒ．慮者濁点覇者鰯ヒの粥逢の塞戊ぺぷ  

／喰訂し花．   

ヱー4血涙ち、よび承の睦＝汰、  

（／？）   



予蠣沌可悉窮の圃錯節日．右、よび各卿の最づ終日ほ凝血、採尿し義一∵ヲに  

よりそれそ、れの紋億乏三糾定Lノ乏J  

凄－3   血，液、尿の鐘状詞 査  

別  居   頑  百  一   瓢   定   芳   彦－   

恵血球歩こ   トーマ ツァイス凄   

白旺球番   ■′ン   

更・敵方打数   ♭揖t㌍イー遽   

血清泉短   日立衷宙針による．   

原チト ソ   しノ テスト3写一乙よ点  

乙れらの割寒偲虐各期l乙むける詞魯各件の彩脅の常贋L†乏悸ヒLて．  

蓼湧拍g・乙訓好し危も∂でめゐが惑敢承敬■ほついて惑．ノ虞嘗が、スト しゝリ  

サート して乳牛IZlガくものとすれ慮、■．下旬すろ乙ヒが億優生れるのモ・  

各顛別の安化生亀席し痩。   

2一す 隻：皆 の 茨 イヒ   

各期鼻牒ノ囲え4館圃ナ命珂照の将兵モ．各年の督努（立傭、乱せ〕  

みよが■・状態（條息、風琴、承食）皇紀帝L、それらがソざのうろJヱ占勿  

る割合を領域し、乙れから届、解の生態の安化玉顔暫し危。   

2一∠、心碩 教’の 茨イヒ   

各部罫適／可ヱ4滑覇ヱ痺喝ど、とは．√ノか問っ、っ各年より′ば電喝苫定  

1致し丘。之の記尊からノビ凋獄を琶出し．各期ほおげる日吋茨軌 および  

仝細け渉る後期攻勢左検討し彪．   

2－7 ／ビ■伯 閣嘱 の 硬化  

／拉意図ヒ原音呈伺府仔置傑出競る，符観の夜番左渉ろし、．／ビ相鉄割安の  

当日、慮垂発生軌乙その節礫連夜して肥痘固と記・録し、信一尺飼腐の底  

イヒき横訂L在。乙れl乙よリメ撰者の、窺さと表題の慮れかた、頚点の・槽・■綻睦  

千僧確！Zよる反義荒壁顔の蕗萄を確執し丘。   

2一 ぎ． そ の ′池   

谷封をとみし．恕甘千前？帝．牛後吉原～乙癌膀隼淀鑑別晃し、乳牛個  

／柊の瓜司の顔化皇軍園l乙予約サるよう声■乙つとめるととも√乙、浴惜、疾弼  

の烙王臥 あるい庶務飼垣左その邸眉責録し、産軋凄．生瑳韓元の検討の  

ときの象眉者希ヒ」た。」くイ泰垂皇子傭飼凄期間侶折日、わ†よび各期の額  

1終日ほ辟直し、あれd泉考ヒし佗。   

j叉上の方法ほよク、頗薯の靂乳軌乙わよぼ丁影野．なノうびに煉旨l之好  

しス0）   



するノ主催義元の反応互詞愛し包〃ぐ L＼す、れも当初予慰してし＼ノ乏より も．  

疲イヒ痘産少なか＼つ任。  

Llく 上  

く2／）   


